
様式３ 
学校番号

評価（総合）

項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

自己評価 学校関係者評価

全職員で本校の特長を共有し、その良さを地域に発信していく。

地域との連携を図り、総合的な探究の時間や卒業研究を充実させるとともに、地域や社会に貢献できる生徒を育てる。

年度重点目標 具体的目標

豊かな心や健やかな体の育成

主体的・対話的で深い学びの実現

キャリア教育を生かした進路保障

社会に開かれた教育課程の実現

保護者とともに、時を守り、場を清め、礼を正す生徒を育てる。

自己有用感やコミュニケーション力を高め、他者を思いやり良好な人間関係が築ける生徒を育てる。

キャリア教育の充実による第一希望進路実現100％達成を目指す。

福岡県立福岡魁誠高等学校　

「豊かな心や健やかな体の育成」「基礎学力の定着」「キャリア教育の充実」を柱に総合学科の特徴を生かした教育内容をとおして,生徒一人一人の夢の実現に向け必要となる確かな学力
と豊かな人間性を育み、キャリア発達を促す学校教育を推進する.

　
　自己評価は

　A　：　適切である

　B　：　概ね適切である

　C　：　やや適切である

　D　：　不適切である

評価項目以外のものに関する意見

挨拶・時間・ルール・マナー等の社会性の理解とともに、自己の行動を正しく選択していく力の確立を行う。

第一希望進路実現に向け、進路に合わせた学力の定着とともに、面接指導・小論文指導の徹底を行う。

自己管理能力の育成

学力の確実な定着と学びに向かう力、人間性を伸長させる。

1人1台端末等のICT活用による授業改善及び「個別最適な学び」と「協働的な学び」を推進する。

集会や授業で手帳を使用する場面を具体的に設定し、自主的な手帳活用にむけた声掛けを行う。

学校生活における主体性の涵養

社会人基準の基本的生活習慣の確立

学校事務 教育環境の整備のための適正な予算執行

広報課

年次
学級経営

誠実でひたむきな人間力の育成

進路実現のための計画力・実行力３年次

社会的常識の理解と行動選択力

時間の遵守や健康管理など、社会人として必要な生活のリズムを身に付ける。

３年後を見据えた学力向上と熟考した科目選択 授業や定期考査の一つ一つの積み重ねを大切にし、将来の目標を見据えた学力の向上と進路に対応した科目選択を行う。

ルールの遵守とマナーの定着 社会においての「ルールとマナー」の重要性を理解させ、道徳心に溢れる人間性を身に付ける。

教育活動を通して、リーダーシップ・協調性・創造性を育成し、誠実でひたむきな人格を形成する。

１年次

近隣の中学校や学習塾を中心に、計画的な広報活動を実施する。

ＰＴＡ及び同窓会活動の充実

SNS等を活用した広報活動の充実

各教科の広報担当者と連携して、体験入学や出前授業の内容を充実させる。

学校Webサイトの情報を整理し、学校ホームページの月５回以上の速やかな更新に努める。

２年次

学校行事についてはコロナ禍で培った方策を生かしつつ以前の形に戻し、他の分掌と連携しながら円滑に実施する。

職員室内のクリンリネス(整理･整頓･清掃)の呼び掛けを徹底し、働きやすい職場環境を目指す。

生徒の課題研究と連携して、InstagramやYouTube等のSNSを活用した広報活動を実施する。

年次目標を「ふみだす」とし、生徒がチャレンジできる場を設定する。年度末にチャレンジしたことの振り返りを行う。

年次集会で生徒の成長をほめる場面を必ず１つ以上設ける。ホームルーム等で生徒が相互評価をする場面を設定する。豊かな心の育成

コロナ禍で中止としていたPTA活動をもとに戻し、充実した内容とするため、関係分掌との連携を緊密にする。

中学生、保護者、地域への積極的な情報発信

同窓会との連携を密に行い、同窓会の活動をサポートし、生徒の学校生活に還元していく。

キャリア
教育課

１年次は「産業社会と人間」を通して、社会人として必要な力や進路選択に必要な力を学ばせる。

庶務課

キャリア・パスポートを基に年間２回以上個人面談を行い、生徒の進路実現や生きる力に結び付く指導を行う。

３年次は「総合的な探究の時間」を通して、地域連携や地域貢献できる人材育成や社会との関りについて学ばせる。

就職
指導課

進学
指導課

教育企画
(教育
企画部)

学校行事の円滑な実施

就職内定率100%を達成し、就職決定までの努力及び決定後の学校生活を疎かにしない態度を育成する。

各年次特別支援教育コーディネーターと担任の連携を図り、ケース会議等生徒の情報を速やかに共有する場を積極的に設ける。

課外授業や模試の充実から、生徒が学びに向かう態度を身に付け、進学後も持続できる学習態度と学力を育成する。

進路探究
(進路部)

キャリア教育の充実と社会人基礎力の育成

職業観及び勤労観の育成

２年次は「総合的な探究の時間」を通して、将来設計に必要な情報を主体的に収集できる力や社会人基礎力の育成の充実を図る。

１年次は基礎学力、部活動、礼節。２年次は幅広い職業理解。３年次は進路実現と卒業後の在り方生き方の指導を実践する。

日々の清掃活動の充実とその中で学校設備の点検を定期的に行い、安全・安心に生活できる環境を整える。

教員一人一人が入試制度に関しての見識を広げるための学習会や研修等を通して、情報の充実を図る。

学校安全と学校環境の整備

進路実現に向けた主体性の向上

個に応じた進路指導の充実

高卒求人及び公務員試験の特徴を生徒・保護者に周知し、進路選択の幅を広げる。

登下校中の自転車単独事故０件を目指し、登下校指導の強化や交通ルールに関する指導の充実を図る。

登下校中のモラル、マナーに関する指導を徹底し、場に応じた適切な行動選択ができる生徒を育む。

スクールカウンセラー事業の充実、学校医との連携、専門的な情報提供の場を設ける。

緊急時の連絡体制の整備及び周知、最新情報の収集と感染予防の徹底・啓発を行う。

多様な受験方法を模索し、個に応じた進路指導を通して第一希望進路の実現を目指す。

ガイダンスを年２回以上実施し、生徒に多様な進路を考えさせ、主体的な進路探究に繋げる。

生徒育成
(生徒部)

生徒
指導課

保健課

情報の共有化と健康相談活動の充実

社会人基礎力の育成
学校行事や式典等をとおして、集団生活に求められる態度や言動を身に付けさせる。

清々しい挨拶やＴＰＯに応じた身だしなみ等、主体的に考え行動する力を養う。

安全教育の充実及びモラル、マナーの向上

研究
研修課

「新たな学び」を目指した授業研究 教員と生徒の１人１台端末等のICT活用能力向上と「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す。

Google Formsを使った授業アンケートを７月に実施し、結果を全教員で共有し早期に授業改善及びICT活用推進を目指す。

本校の課題に対応する校内研修を年４回以上実施するとともに、校内で講師を務める教員の育成を図る。校内研修の充実と研究授業実施及び参観の促進

生徒の現状の学力に相応した授業を展開し、基礎学力の向上を図るとともに単位未修得者０を目指す。

キャリア教育の視点に立った教育活動の充実
入学から卒業までの学校教育活動全体を見通した効果的なキャリア教育を確立させる。

総合学科としての本校の特色ある教育活動を生かし、生徒の第一希望進路100％実現を目指す。

ICT活用の推進
ICT機器の貸出方法や返却に関する注意事項を明示し、定期的に点検をすることで保守管理を徹底する。

図書館貸出数の増加
各生徒の本への関心、図書館への関心を高めるために、電子掲示板を活用するなど、図書委員を中心に図書館情報を発信し、図書委員会の活動が図書館来館のきっかけとなるような活動を行う。

図書館便りや新刊情報の定期的な発行、学級文庫の提供など、図書館の本について周知することで、図書館貸出数の前年比10％増を目指す。

授業公開週間で全職員の参観を推進するため、研究授業を５回以上組み込み、全教員の授業力向上を目指す。

学事推進
(学事部)

教務課

基礎学力の定着
出席率98.5％以上、出席皆勤者280名以上を目標とし、達成に向けて継続的に努める。

情報
図書課

１人１台端末の活用方法や持ち帰り、保守管理に関することなど、本校の実態に合ったICT活用に関する運用方針を示していく。

学 校 運 営 方 針

昨年度の成果と課題

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価（３月） 次年度の主な課題

　令和4年度は創立110周年を迎え、
生徒職員が一丸となり、記念式典並
びに周年関連行事は全て成功裏に終
了した。生徒には本校の「歴史と伝
統」の重みを感じとらせ、同時に未
来に向け前進することを意識させる
ことができた。令和5年度も福岡魁
誠生としての「自信と誇り」を身に
付ける指導を心掛ける。また、入試
倍率が1.51倍となったことを踏ま
え、更なる学校活性化を図るととも
に、「選ばれる学校づくり」を推進
すべく、具体的取組を工夫する。

総合学科のキャリア教育を全教職員共通理解の下、実践する。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

予算を適切に配分執行して、学校教育を推進する環境づくりに努める。

効果的、効率的な学校経営を担う。

令 和 ５ 年 度 学 校 評 価 書 （ 計 画 段 階 ）

学　校　運　営　計　画　（４月） 評価(総合)
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